
『
法
華
文
句
』

に
お
け

る
四
種
釈

に

つ
い
て

一

問
題
の
所
在

本
稿

は
、
平
井
俊
榮

「『文
句
』
四
種
釈
と
吉
蔵
四
種
釈
義
」
(
1
)

に
つ

い
て
、
そ

の
仮
説
の
妥
当
性
な
検
討
す
る
こ
と

目
的
と
す
る
。
平
井

氏
の

『法
華
文
句
』
の
四
種
釈

(因
縁
釈

・
約
教
釈

・
本
迩
釈

・
観
心
釈
)

に
つ
い
て
の
総
合
的
評
価
は
、
「四
種
釈
と
い
う
も
の
が
、
経
典
解
釈
法

と
し
て
の
何
ら
の
普
遍
性
も
妥
当
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
あ
る
の
は
た
だ
、
経
典
の
文

々
句
々
に
対
し
て
随
宜
的

に
諮
意
的

に
四
釈
乃
至
は
十
一
釈
(
2
)

の
い
ず
れ
か

当
て
は
め
る
だ
け
に

過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
こ
れ
が

『完
全
且
つ
合
理
的
な

四
釈
』
(
3
)

と
評
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
(

二
三九
頁
。
以
下
、
平
井
論
文
か

ら
の
引
用
は
、
『法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
の
頁
数
の
み
な
記
す
)
に

示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
の
成
立
に
吉
蔵
の

四
種
釈
が
影
響
な
与
え
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
定
し
て

い
る
。
「
『文
句
』
が
吉
蔵
の

『玄
論
』
や

『義
疏
』
な
下
敷
き
に
し
て
、

こ
れ
に
全

面
的

に
依
拠
し
て
い
る
と

い
う
事
実
な

前
提
に
す
る
な
ら

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

菅

野

博

史

ぼ
、
『文
句
』
の
著
者
は
、
吉
蔵
の
教
学
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
形
跡

が
あ
る
。
と
す
れ
ぼ
、
吉
蔵

の
説
く

『四
種
釈
』
と

『文
句
』

の
説
く

『四
種
釈
』
と
は
、
全
く
無
関
係

で
は
あ
り
得

な
い
と
い
う
こ
と
も
予

測
さ
れ
る
」
(

二
三九
―
二
四
〇
頁
)
と
。

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
平
井
氏
の
仮
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

二

果
た

し
て

『法
華
文
句

』

四
種

釈
は
吉
蔵

の
四
種
釈

の
影
響
か
―

『維
摩
経

文
疏

』
と

の
関
係

平
井
氏
は
、
『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
は
吉
蔵

の
四
種
釈
に
発
想
な

得
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
吉
蔵
の
四
種
釈
に
つ
い
て
、
平

井
氏
は

『二
諦
義
』、
『
三
論
玄
義
』
の
所
説
な

紹
介
し
て
い
る
(
4
)

が
、
『法

華
文
句
』
が
吉
蔵
の

『法
華
玄
論
』
な
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て
執
筆

さ
れ
た
こ
と
な
論
証
し
よ
う
と
し
た
平
井
氏
と

し
て
は
、
『法
華
玄
論
』

の
四
種
釈
な
紹
介
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
『法
華
玄
論
』
巻
第
四
の

「権
実
二
智
義
」
に
よ
れ
ぼ
、
依
名
釈

・
相
資

釈

・
顕
道
釈

無
方
釈
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『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
四
種

釈
に

つ
い
て

(菅

野
)

の
四

種

釈

は
、
次

の
よ
う

に
説

明

さ

れ

る
。

今
所
釈
義
、
依
諸

大
乗
経
論

、
略
有

四
種
。

一
依
名
釈
。
謂
権

是
権

巧
、
実

為

審
諦
。

二
相
資
釈

。
権

是
実
権

、
実
是
権

実
。
実

不
擬
権
、
権
不
擬

実
。

雖
実
而
権
、
雖
権
而
実
。
故
権

得
以
実
為
義
、
実
得

以
権
為
義
也
。
三
顕
道
釈
。

権

以
不
権
為
義
、
実

以
不
実
為
義

。
故

云
、

一
切
有

無
法
、
了
達
非
有
無

。

亦
一

切
権

実
法
、
了
達
非
権
実
。

四
無
方
釈
。
華
厳

云
、

一
中
解
無
量
、

無

量
中

解

一
。
若
爾
、

一
権
得
有

無
量
義
、

無
量
法
得

是

一
権
義
也
。

(
T
 
3
4
3
9
4
a
1
3
-
2
2

)

と
。
こ
の
四
種
釈
の
名
称
は
、
『
二
諦
義
』、
『
三論
玄
義
』
の
そ
れ
と
少

し
く
異
な

る
が
、
相
資
釈
が

『
二
諦
義
』
の
因
縁
釈
、
『
三
論
玄
義
』

の
互
相
釈
義
と
対
応
す
る
。

さ
て
、
筆
者
は
、
佐
藤
哲
英
氏

の
研
究
に
基
づ
き
、
智
顗

の
維
摩
経

疏

(『維
摩
経
玄
疏
』
六
巻
と

『維
摩
経
文
疏
』
二
十
八
巻
の
う
ち
の
前
二
十
五

巻
)

、
智
顗

の
親
撰
か
親
撰
に
準
ず
る
資
料
と
認
め
る
。
(
5
)

そ
こ
で
、

ま
ず

『維
摩
経
文
疏
』
の
注
釈
方
法
な
参
照
し
よ
う
。

つ
と
に
浅
井
円

道
氏
が
指
摘
す
る
(
6
)

よ
う
に
、
『維
摩
経
文
疏
』
巻
第
三
に
は
、
「若
講
法

華
経
、
必
須
約
本
迩
明
義
、
解
釈
同
聞
歎
徳
。
今
経
既
未
発
本
顕
遊
、

但
釈
因

縁

事
解
観
行
而
已
。」
(『新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
第

一
八
巻
、

4
7
7
c
1
7
-
1
9

。
以
下
、
『維
摩
経
文
疏
』
か
ら
の
引
用
は
頁
・段
・行
の
み
な
記
す
)

と
あ
り
、
『維
摩
経
文
疏
』
に
は

『法
華
経
』
の
解
釈
と
異
な
り
、
本

迹
釈
が
な

い
こ
と
、
因
縁
事
解
と
観
心

の
解
釈
が
あ
る
こ
と
な
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
、
『維
摩
経
文
疏
』
に
よ
っ
て
具
体
的
に

考
察
し
よ
う
。
た
と
え
ぼ
、
『維
摩
経
』
冒
頭

の

「如
是
我
聞
。

一
時

仏
在
砒
耶
離
菴
羅
樹
園
…
…
」
(
T
1
4
.
5
3
7
a
5

)

に
注
目
す
る
と
、
「如
是
」

に
つ
い
て
は
、
「
一
総
明
如
是
意
在
勧
信
者
…
…
第
二
約
教
明
如
是
者

…
…
第
三

観
心
明
如
是
義
者
…
…
」
(
4
7
1
c
1
3
-
4
7
2
b
1
7

)
と
あ
り
、
「我

聞
」
に
つ
い
て
は
、
「今
解
亦
為
三
意
。

一
総
釈
、
二
則
別
約
教
釈
、
三

約
観
心
。」

(
4
7
2
b
1
9
-
2
0

)
と
あ
り
、
「
一
時
」

に
つ
い
て
は
、
「今
釈

一

時
、
亦
為
三

意
。

一
総
解
、
二
約
教
別
解
、
三

約
観
心
。」
(
4
7
4
a
3
-
4

)

と
あ
り
、
「仏
在
」
に
つ
い
て
は
、
「就
此
亦
為
三

意
。

一
総
明
仏
住
、

二
約
教
分
別
仏
住
不
同
、
三
約
観
心
解
釈
。」
(
4
7
4
c
7
-
8

)
と
あ
り
、
「砒

耶
離
」
に
つ
い
て
は
、
「第

一
通
方
所
明
砒
耶
離
城
者
、
復
為
三
意
。

一

約
事
解
釈
、
二
対
法
門
、
三
約
観
心
。
」
(
4
7
5
b
1
3
-
1
5

)
と
あ
り
、
「
菴羅

樹
園
」
に
つ
い
て
は
、
「此
亦
為
三
意
。

一
約
事
翻
釈
、
二
対
法
門
、
三

約
観
心
」
(
4
7
6
a
4
-
5
)

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『維
摩
経
文
疏
』
の

三
釈

(こ
の
三
釈
も
上
に
引
用
し
た
箇
所
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
)

の
な
か
に
も
、

い
わ
ゆ
る
約
教
釈
、
観
心
釈
の
名
称
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

次
に
、
三
釈
の
第

一
に
当
た
る

「総
明
」
「総

釈
」

「総
解
」
「約
事
解

釈
」
「約
事
翻
釈
」
と
呼
ぼ
れ
る
解
釈

の
内
容

と

『法
華
文
句
』
の
因

縁
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
先
に
引
用
し
た

「因
縁
事
解
」

と
い
う
表
現
か
ら
も
、
因
縁
釈
と

「約
事
解
釈
」
と
の
共
通
性
が
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
考
察
し
よ
う
。
ま
ず
、
『維
摩
経
文

疏
』
に
は

『法
華
文
句
』

の

「因
縁
釈
」
と

い
う
名
称
も
出
な

い
し
、
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因
縁
釈

の
内
容
で
あ
る
四
悉
檀
に
よ
る
解
釈
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
確

認
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
『法
華
文
句
』
の
す
べ
て
の
因
縁
釈
に
四

悉
檀
に
よ
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
た
と
え
ぼ

『法
華
経
』
序
品
の

「者
闍
崛

山
」

(
T
9
.
1
c
1
6

)
に
対

す
る

『法
華
文
句
』
の
因
縁
釈
に
相
当
す
る
段
落

(実
際
に
は
因
縁
釈
と

い
う
標
題
は
付
い
て
い
な
い
)
に
は
、
四
悉
檀

の
名
称
は
出
な
い
。
(
7
)

同
様

に
、
『法
華
文
句
』
は

『法
華
経
』
方
便
品
の

「我
始
坐
道
場
」
(
T
9
.
9
c
4

)
に
対
す
る
解
釈
に
お
い
て
、
「始
坐
道
場
者
、
至
理
無
時
、
仮
時
化

物
。
為
化
之
初
、
故
言
始
也
。
事
釈
者
、
初
在
此
処
修
治
得
道
、
故
言

道
場
。
坐
此
樹
下
、
得
三
菩
提
、
故
名
道
樹
。
感
樹
恩
故
観
察
、
念
地

徳

故
経

行
。
道

成
實
沢
之
時
、
欲
以
大
法
擬
宜
衆
生
也
。
」
(
T
3
4
.
6
0
c
2
0
-
2
5

)
と
述

べ
て
い
る
。
こ
こ
に

「事
釈
」
と
あ
る
点
に
注
目
し
た

い
。
『法
華
文
句
記
』
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
「始
坐
等
者
、
文
具
四
釈
。

初
云
仮
時
等
即
世
界
、
得
道
即
為
人
、
感
恩
報
徳
即
対
治
、
欲
以
大
擬

即
第

我
義。」
(
T
3
4
.
2
5
1
a
2
0
-
2
3
)

と
述
べ
、
こ
の
事
釈
の
内
容
な

四
悉

檀
に
対
応

さ
せ
、
因
縁
釈
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
『法
華
文
句
』
巻
第

一
上
の

「同
聞
衆
」

の
解
釈
に
お
い
て
、

法

雲

『
法

華

義

記

』

の
解

釈
な

引
用

し

て
、
(
8
)

「旧

云

、

有

事

有

義

。
」

(
T
3
4
.
6
a
2

)

と
述

べ
、

「
此

一
解

似

両

釈

。

事
解

似

因

縁

、

義

解

似

約

教

。
」

(
T
3
4
.
6
a
9
-
1
0

)

と

指

摘

し

て

い
る
。

つ
ま

り

「事

解

」

(事

釈
と
同
義

と

考

え
ら
れ

る
)
な

因

縁

釈

と
類

似

し

て

い
る
と

指

摘

し

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に

見

て
く

る
と

、

上

に
引

用

し

た

『
維

摩

経

文

疏

』

に
出

『
法
華
文
句

』
に
お
け
る
四
種
釈
に

つ
い
て

(菅

野
)

る

「約
事
解
釈
」
「約
事
翻
釈
」
は
、
名
称
の
上
か
ら
、
『法
華
文
句
』

の

「事
釈
」
と
共
通
性
な
持

つ
と
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
こ
れ
は
因
縁
釈

と
共
通
す
る
面
、
あ
る
い
は
因
縁
釈
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
『維
摩
経
文
疏
』
に
は
、
因
縁
釈
と
い
う
名

称
も
な
く
、
因
縁
釈

の
主
た
る
内
容
で
あ
る
四
悉
檀
に
よ
る
解
釈
も
見

ら
れ
な
い
こ
と
は
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
『維
摩
経
文
疏
』
の
三
釈
の
第

一
と
第

二
の
約
教
釈

の
相
違

点
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「総
釈
」
と

「別
釈
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
『維
摩
経
文
疏
』

の
三
釈
も
、
総
釈
、
別

釈
、
観
心
釈
と
い
う
体
系
性
な
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
意
味
す
る
。

次
に
、
上
に
引
用
し
た

『
維
摩
経
文
疏
』
の
三
釈
の
な
か
で
、
第
二

の
約
教
釈
に
か
わ
っ
て
、
「対
法
門
」
と
い
う
解
釈
が
二
箇
所
に
出
て
い

た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

こ
の
解
釈
の
内
容
な

見
る
と
、
『法
華
文
句
』

の
本
迹
釈
と
の
関
連
性
な
伺
わ
せ
る
点
が
存
す

る
。
第

一
は
、
「砒
耶

離
」

の
解
釈
な

め
ぐ
る
箇
所
で
あ
る
。
「砒
耶
離
」
は

「
広
博
厳
浄
」

「好
道
」
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
こ
と
広
踏
ま
え
て
、

第
二
対
法
門
解
釈
者
、
随
取
前
所
翻
、
即
対
法
門
。
所
言
広
 博
厳
浄
者
、
即

是
釈
迦
法
身
所
居
本
土
、
常
寂
光
国
。
其
性
広
博
、
猶
若
虚
空
。
功
徳
智
慧

無
諸
稼
悪
、
故
云
厳
浄
。
迹
居
人
間
、
亦
託
広
博
厳
浄
之
土
。
是
知
非
本
無

以
垂
迹
。
垂
述
故
居
人
間
厳
浄
之
国
。
非
迹
無
以
顕
本
。
寄
砒
耶
離
、
説
諸

仏
国
土
永
寂
如
虚
空
。
即
顕
毘
盧
遮
那
常
寂
之
本
国
也
。
…
…
由
本
垂
迹
。

垂
迹
、
故
名
好
道
。
因
迹
顕
本
、
故
居
人
間
好
道
之
国
、
説
心
浄
仏
土
浄
也
。

81



『法
華
文
句
』
に
お
け
る
四
種
釈
に
つ
い
て

(菅
 
野
)

 
(
4
7
5
b
2
1
-
c
1
5
)

と
注
釈
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
「本
迹
」
の
概
念
な
利
用
し
て
解
釈
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
第
二
の
箇
所
は

「
菴羅
樹
園
」
に
対

す
る
解
釈

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

第
二
対
法
門
明
義
者
、
佛
住
三
十
七
品
総
持
之
法
、
故
言
住
菴
羅
樹
園
。

…
…
由
本
垂
迹
、
故
居
人
間
菴
羅
樹
園
。
用
迹
顕
本
、
仏
住
蕎
羅
園
、
説
不

思
議
無
磯
陀
羅
尼
無
漏
法
林
樹
総
持
之
園
苑
也
。
(
4
7
6
a
1
6
-
c
3

)

と
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
『維
摩
経
』
に
は
発
迩
顕
本
が
説

か
れ
な
い
の
で
、
『維
摩
経
』
な
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
本
述
釈
な
用

い

な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
『維
摩
経
文

疏
』
に
も
、
本
迹
釈
と
共
通
す
る
解
釈
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
示
す
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
な
要
す
る
に
、
『維
摩
経
文
疏
』
に
は
、
明
確
に
約
教
釈
、
観

心
釈
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に

「約
事
解
釈
」
剛約
事
翻
釈
」
に
は
因
縁
釈

と

一
部
共
通
す
る
面
が
見
ら
れ
、
ま
た

「対
法
門
解
釈
」
に
は
本
述
釈

と
共
通
す
る
面
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
平
井
氏
は
、
吉
蔵

の
四
種
釈

と

『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
が
と
も
に

「四
」
種
の
釈
で
あ
る
こ
と
(
9
)

と
、

両
者

の
内
容
的
な
類
似
性

(次
節
で
こ
の
類
似
性
な
否
定
す
る
)
か
ら
、

『
法
華
文
句
』
が
吉
蔵
の
四
種
釈
な
参
考

に
、
経
典
解
釈
の
方
法
と
し

て
は
普
遍
性
も
妥
当
性
も
な
い
四
種
釈
な
形
成
し
た
と
推
定
し
た

の
で

あ
る
が
、
『維
摩
経
文
疏
』
の
考
察
か
ら
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言

い

切
れ
な
い
こ
と
な
指
摘
し
た
。
「四
」
種
の
釈
と
い
う
点
に
あ
え
て
焦
点

な
合
わ
せ
る
と
、
平
井
氏
が
言
及
し
た

『
二
諦
義
』
、
『
三論
玄
義
』
で

は
な
く
、
『法
華
文
句
』
が
熱
心
に
参
照
し
た

『
法
華
玄
論
』

の
四
種

釈
の
影
響
な

受
け
て
、
『法
華
文
句
』
が
明
確
な
形
で
四
種
釈
な

用
い

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
維
摩
経
文
疏
』
の
時
点
で
、

す
で
に
約
教
釈
、
観
心
釈
が
見
ら
れ
、
本
迹

釈

は
用
い
な
い
と
い
う
形

で
言
及
し
、
さ
ら
に
因
縁
釈

(『法
華
文
句
』
と
異
な
り
、
四
悉
檀
の
解
釈

は
用
い
て
い
な
い
)
と
共
通
す
る
解
釈
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
平
井
氏
の
推
定
す
る
よ
う
な
、
ま

っ
た
く
必
然
性
の
な
い
剽

窃

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
、
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
文
句
』
四
種
釈
と
吉
蔵
の
四
種
釈
と
の
類
似
性
に

関
す
る
平
井
説
の
妥
当
性

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
井
氏
は
、
吉
蔵

の
四
種
釈
と

『法
華
文

句
』
の
四
種
釈
と
の
類
似
性
な
指
摘
し
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
の
平
井

説
の
妥
当
性
な
検
証
し
た
い
。

第

一
の
因
縁
釈
に
つ
い
て
は
、
『法
華
文
句
』
に
も
吉
蔵

(『
二
諦
義
』

に
よ
る
)
に
も
見
ら
れ
る
名
称

で
あ
る
。
た
だ
し
、
吉
蔵
の
場
合
は
、

相
資
釈

(『法
華
玄
論
』
に
よ
る
)、
互
相
釈
義

(『
三論
玄
義
』
に
よ
る
)

な
ど
と
も
呼
ぼ
れ
て
い
る
。
平
井
氏
も
吉
蔵

の
因
縁
釈
は
、
「空

・
有
、

真

・
俗

の
よ
う
に
対
称
的
な
も
の
な
因
縁
と
し

て
相
依
相
対
的
な
関
係

に
あ
る
両
者
の
因
縁
相
即
の
義
な
明
か
す
解
釈
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
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字
通
り

因
縁

の
義
に
よ
っ
て
現
象
な
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
(二
四

三
頁
)
と
述
べ
、
『法
華
文
句
』
の
因
縁
釈
に

つ
い
て
は
、
「経
の
文
々

句
々
に
お
け
る
因
縁
諌
な
語
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
の
趣
旨

か
ら
言

え
ぼ
、
教
の
興
る
の
は
説
者
た
る
仏
陀
と
聴
者
た
る
仏
弟
子
が

感
応
道

交
し
、
因
縁
和
合
す
る
と
こ
ろ
に
興
る
の
で
あ
る
か
ら
、
因
縁

の
立
場

か
ら
教
な
解
釈
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
広
義
の
意
味
の
因
縁

釈
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。」

(同
前
)
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
の

言
葉
で
ま
と
め
る
と
、
吉
蔵
の
因
縁
釈
は
、
概
念
の
相
対
性
な
自
覚
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
対
的
概
念

に
よ
る
把
捉
な
超
絶
す
る
真
理
な

志
向
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
『法
華
文
句
』

の
因
縁
釈
は
、
経
典
と
い

う
仏

の
教
説
な
解
釈
す
る
際
に
、
仏
と
衆
生
の
因
縁
=
感
応
の
立
場
か

ら
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
吉
蔵
の
因
縁
釈
と
は
大
い
に
相
違
す
る
と

見
た
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二

の
約
教
釈
に
つ
い
て
は
、
平
井
氏
は
、
「第
二
の
解
釈

(菅
野
注

-
俗
な
浮
虚
と
解
釈
す
る
の
は
経
に
約
す
解
釈
で
あ
り
、
俗
な
風
俗
と
解
釈
す

る
の
は
律
に
約
す
解
釈
で
あ
る
)
に
随
え
ぼ
、

一
般
的
な
字
義
に
よ
っ
て

解
釈
す
る

の
が
随
名

(依
名
)
釈
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
正
し

く
は
経
や
律
、
す
な
わ
ち
教
に
よ

っ
て
解
釈
す
る
意
に
他
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
依
名
釈
は
換
言
す
れ
ぼ
約
教
釈
に
他
な
ら
な

い
。
…
…
吉
蔵

の
依
名
釈
が
巧
み
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
も
の
が
、
『文

句
』
の
約
教
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
(二
四
五
頁
)
と
述

べ
て
い
る
が
、
(随
名
釈
)
な
約
教
釈
と
対
応
さ
せ
る
た
め
に
、
筆
者
に

『法
華
文
句
』

に
お
け
る
四
種
釈

に

つ
い
て

(菅
 
野
)

は
相
当
無
理
な
解
釈
な
施
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

第
三

の
本
迩
釈
に
つ
い
て
は
、
平
井
氏
は
、

「第
三

の
理
教
釈
は
、
真

俗
と
い
う
名
相
の
教
と
、
非
真
非
俗
の
無
名
相

の
理
と
い
う
縦
の
相
即

関
係
な

明
か
す
も
の
で
、
そ
れ
は
体
用

・
中
仮

・
本
迹
等
の
範
疇
に
他

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
(同
前
)
と
述
べ
て
い
る
。
体
用

・
中
仮
は
、

『
二
諦
義
』
に
出
る
が
、
本
迩
は
、
平
井
氏
が
故
意
に
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
「吉
蔵

の
理
教
釈
な
、
狭
く
本
門
と
迩
門
の
仏
身
に

限

っ
て
、
迹
な

亡
じ
本
な
尋
ね
る
と

い
う

『法
華
・経
』

の
趣
旨
に
則

っ

て
設
定
さ
れ
た
の
が
、
『文
句
』
の
本
迹

釈
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」

(二
四
六
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
「理
本
」
「教
迹

」
の
用
語
が
あ
る
(
1
0
)

の
で
、

理
と
本
、
教
と
迹
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
本

仏

・
 
仏
と
理
・
教
の
概
念
が
対
応
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

第
四
の
観
心
釈
に
つ
い
て
は
、
平
井
氏
は
、

こ
れ
な
無
方
釈
と
対
応

さ
せ
て
い
る
。
無
方
釈
は
、
「
一
法
即

一
切
法
、

一
切
法
即

一
法

の
無
礙

自
在
な
る
こ
と
な
体
得
す
る
釈
義
」

(二
四
七
頁
)
で
あ
り
、
「こ
れ
な

ま
さ
に
観
心
と
い
う
自
己
の

一
心
に
寄
せ
て
説

い
た
の
が
、
『文
句
』
の

観
心
釈

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
(同
前
)

と
述

べ
て
い
る
。
し
か

し
、
筆
者
に
は
こ
の
類
似
性
も
と
う
て
い
納
得

い
く
も
の
で
は
な
い
。

平
井
氏
は
、
『法
華
文
句
』
が
吉
蔵

の
法
華
経
疏
な
重
要
な
参
考
資

料
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
な
論
証
し
た
勢

い
で
、
『法
華
文
句
』
四
種

釈
も
吉
蔵
の
四
種
釈
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
推
定
し
、
そ
の
前
提
の

も
と
に
、
両
者
の
類
似
性
な
無
理
に
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

83



『
法
華
文
句

』
に
お
け
る
四
種
釈
に

つ
い
て

(菅

 
野
)

四

『法
華
文
句
』

の
妥
当
性

の
四
種
釈
の
経
典
解
釈
方
法
と
し
て

経
典
の
解
釈
と
は
、
分
科
に
よ
っ
て
経
典

の
構
造
な
理
解
す
る
こ
と

と
、
個
々

の
経
文
な

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
な
目
的
と
し
て
い
る
。
経

典
と
は
仏

が
衆
生
に
対
し
て
説
い
た
言
葉
が
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
経
文

の
理
解
に
は
、
経
文
の
成
立
の
根
拠

で
あ
る
四
悉
檀
に
よ

る
因
縁
釈

が
有
意
義
で
あ
る
と
思
う
。
そ
も
そ
も
四
悉
檀
は
、
仏
の
教

説
が
衆
生

と
ど
の
よ
う
な
関
係

の
も
と
に
説
か
れ
た
も

の
で
あ
る
か
な

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
約
教
釈
は
、
智
顗

に
よ
る
蔵
教

・
通

教

・
別
教
・
円
教

の
化
法

の
四
教
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
智
顗

に

と

っ
て
は
、
釈
尊
の
教
え
が
こ
の
よ
う
に
四
教
に
分
類
さ
れ
る
と
見
な

さ
れ
る
以
上
、
経
文

の
趣
旨
な
理
解
す
る
た
め
に
は
必
要
な
解
釈
と
見

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
迹
釈
は
、
智
顗

に
よ
れ
ぼ
、
始
成
の
釈
尊

の
立
場
で
説
か
れ
る
教
説
と
久
成
の
釈
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
教
説
が

立
て
分
け
ら
れ
る
以
上
、
経
文
の
解
釈
に
何
ら
か
の
仕
方
で
適
用
す
る

必
要
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
三
種

の
釈
が
経
文
な
ろ

言
葉

の
次
元
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
観
心

釈
は
経
文

の
趣
旨
な
実
践
的
に
体
得
す
る
こ
と
な
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。
観
心
な
重
視
す
る
智
顗

に
と

っ
て
、
経
文
と
向
き
合
う
際
に
、
実

践

へ
の
注
意
喚
起
な

強
く
要
請
す
る
解
釈
方
法
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言

え
ぼ
、
こ
れ
ら
の
四
種
釈
は
た
ん
に
並
列
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
理

念
的
に
は
四
教
そ
れ
ぞ
れ
に
因
縁
釈
が
あ
る
は
ず
で
あ
り

(『法
華
文
句
』

に
は
直
接
に
は
出
て
い
な
い
)
、
ま
た
事
実
と
し
て
因
縁
釈
に
お
け
る
観
心
、

約
教
に
お
け
る
観
心
、
本
迹

の
観
心
が
出
る
。
(
1
1
)

し
か
し
、
『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
が

『法
華
文
句
』
全
体
に
お
い

て

一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
言
え
ぼ
、
平
井
氏
の
指
摘
な

待

つ

ま
で
も
な
く
、
と
て
も
十
分
な
適
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
。
適
用
そ
の
も
の
が
成
功
し
て
い
な
い
場
合
も
認
め
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
中
国
の
経
疏
の
な
か
で
、

一
貫
し
た
解
釈
方
法

な
経
典
全
体
に
満
遍
な
く
適
用
し
た
例
な
筆
者

は
知
ら
な
い
。
平
井
氏

が

『法
華
文
句
』
の
四
種
釈
に
決
定
的
な
影
響
な
与
え
た
と
推
定
す
る

吉
蔵
の
四
種
釈
に
し
て
も
、
そ
の
実
態
は
わ
ず

か

「中
」
「俗
」
「権
」

と
い
う
概
念
に
適
用
し
た
例
な
見
る
だ
け
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
上

に
述
べ
た
よ
う
な
因
縁
釈
、
約
教
釈
、
本
 
釈
、
観
心
釈
は
、
そ
の
理

念
の
提
示
と
若
干
の
適
用
例
な
読
者
に
示
す
の
な
も

っ
て
満
足
す
る
し

か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
(
1
2
)

現
実
に
は
、
経
文
の
分
科
と
語
義
解
釈
が
随

文
釈
義
の
経
疏
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
な
占
め
る
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
平
井
氏
は

「王
舎
城
」
の
約
教
釈
と
観
心
釈
と
が
内
容
的
に

区
別
で
き
な
い
こ
と
な
指
摘
し
、
両
釈
の
意
義
そ
の
も
の
な
否
定
的
に

評
価
し
て
い
る

(二
一二
八
―

二
三九頁
な
参
照
)
。
し
か
し
、
四
教
が
三
観

に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
天
台
教
学
に
お
い
て
は
、
四
教
そ
れ
ぞ

れ
の
教
え
、
た
と
え
ぼ

「如
是
」
に
つ
い
て
の

『維
摩
経
文
疏
』
の
約

教
釈
な
適
用
す
れ
ぼ
、
蔵
教
=

「因
縁
生
滅
如
是
」、
通
教
=

「因
縁
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即
空
如
是
」、
別
教
=

「因
縁
仮
名
如
是
」、
円
教
=

「因
縁
即
中
如
是
」

な
そ
れ
ぞ
れ
観
察
す
る
こ
と
が
観
心
釈
に
な
る
。
(
1
3
)

し
た
が

っ
て
、
内
容

的
に
似

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
ま
た

一
方
で
は
、
教
と
観
の
厳

然
た
る
区
別
の
存
す
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

五

結
び

筆
者

は
、
『法
華
文
句
』

の
四
種
釈
が
吉
蔵

の

「四
」
種
の
釈
に
影

響
な

受

け
た
可
能
性
な

否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
『
維
摩
経
文
疏
』

に
は
、
明
確
な
形
で
は
、
因
縁
釈
も
本
迹
釈
も
出
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
、
因
縁
釈
、
本
述
釈
と

一
部
共
通
す
る
面

も
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
吉
蔵

の
影
響
が
あ

っ
た

と
し
て
も
、
平
井
氏

の
主
張
す
る
よ
う
な

「換
骨
奪
胎
」
と
い
う
も
の

で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ざ
る
な
え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
平
井
氏
が
強

調
し
た
両
釈
の
類
似
性
が
、
実
際
に
は
妥
当
性
な
欠
い
て
い
る
こ
と
に

端
的

に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
智
顗

の
最
晩
年
の

『維
摩
経
文
疏
』
に
明
確
な
因
縁
釈
が
な
い
こ
と

(明
確
な
本
 
釈
が

『維

摩
経
』
の
注
疏
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
自
体
は
不
思
議
で
は
な
い
)
は
、
『法
華

文
句
』

の
四
種
釈
が
智
顗

で
は
な
く
灌
頂
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と

の
推
測
に
有
利
で
あ
る
が
、
智
頻
自
身
の
手
に
な
る
と
い
う
可
能
性
な

全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後

に
、
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
筆
者
は
、
慧
均

『大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
は
、
表
理
釈
名

・
開
発
釈
名

・
当
体
釈
名
と

『法
華
文
句
』

に
お
け
る
四
種
釈
に

つ
い
て

(菅

 
野
)

い
う
三
種
の
釈
名
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
理
教
釈

(顕
道
釈
、

竪
論
表
理
)
(
1
4
)

互
相
釈
義

(因
縁
釈
、
横
論
顕
発
)
、
依
名
釈
義

(随
名
釈
)

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
な
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
三
種
釈
が

一
括
し

て
示
さ
れ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
無
方
釈
と
ま
で
確
定
的
に
言
え
る
か
ど

う
か
問
題
で
あ
る
が
、
無
方
釈
の
萌
芽
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

つ
ま
り
、
四
種
釈
義
は
、
吉
蔵

の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
吉
蔵

や
慧
均
以
前
の
三
論
宗

の
伝
統
の
な
か
に
、
少
な
く
と
も
萌
芽
的
に
は

す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
な
示
し
た
の
で
あ
る
。
(
1
5
)

次
に
、
『法
華
文
句
』
の
観
心
釈
に
対
応
す
る
吉
蔵
の
解
釈
方
法
は
、

吉
蔵
の
四
種
釈

の
無
方
釈
な
ど
で
は
な
く
、
実

は

『法
華
統
略
』
に
見

ら
れ
る

「無
生
観
」
で
あ
る
こ
と
6
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、

「如
是
我
聞
」
の

「如
是
」
に
対
す
る
解
釈
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
「吉
蔵
の
展
開
し
た
論
理
構
成
な
紹

介
す
る
と
、
「如
是
」
な
信
と
規
定
し
た
う
え
で
、
こ
の
信
は
ま
ず
何
よ

り
も

『法
華
経
』
の

「深
大
」
で
あ
る
こ
と
な
信
ず
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
れ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
自
己
自
身

が
深
大
で
あ
る
こ
と
な

信
ず
る
こ
と
な
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
重
大
な
事
実

の
論
拠

な
無
生
の
概
念
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
字
義

の
解
釈

で
は
な
く
、
『如
是
』
に
対
し
て
無
生
な

観
察
す
る
無
生
観
と
い
う
実

践
な
行
な
う
こ
と
な
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
こ
の
無
生
観
に

よ
っ
て
、
三
世
十
方

の
仏
法
が
自
己
自
身

の
う
ち
に
備
わ
る
と
ま
で

言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
『如
是
』
ぼ
か
り
で
な
く
、
『如
是
』
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『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
四
種

釈
に

つ
い
て

(菅
 
野
)

か
ら

『歓
喜
奉
行
』
ま
で
、
と
い
う
こ
と
は
、
『法
華
経
』
の
全
体
に
つ

い
て
、

こ
の
無
生
観
な
実
践
す
る
べ
き
こ
と
な
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
…
こ
の
無
生
観
に
よ
る
経
文

の
解
釈
は
、
経
文
な
自
己
に
引
き
つ
け

て
実
践
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
発
想
に
お
い
て
は
、
智
顕
の
観
心
釈
に

 

対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
(
1
6
)

」
と
述
べ
た
こ
と
が

あ
る
。
た
だ
し
、
吉
蔵
の
場
合
も
、

こ
の
無
生
観
な
、
『
法
華
統
略
』

全
体
に

一
貫
し
て
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
『法
華
文
句
』

の
観
心
釈
と
同
様
で
あ
る
。

1
 

『
法
華

文
句

の
成

立
に
関
す

る
研
究
』

(
一
九
八

五
年
、
春
秋
社
)

二
二

九
―

二
五

〇
頁
。
該
書

に

つ
い
て
は
、

筆
者

は
、

「中
国

に
お
け
る
法
華
経

疏

の
研
究
史

に

つ
い
て
」

(『
創
価
大
学
人
文
論
集
』

六
,

一
九
九
四
年
三

月
、

六
〇
―

八
六
頁
)
に
お

い
て
紹
介

・
批
評

し
た

(七
〇
―

七

五
頁
な

参
照
)
。

ま

た
、

『法

華
文
句
』

は
吉
蔵

の
法
華
疏
な

下
敷

き

に
執
筆

さ
れ
た
も

の
で

あ

る
と

い
う
平
井
氏

の
指
摘
な

め
ぐ

っ
て
、
筆
者

は
、

「日
本

に
お
け

る
中

国
法
華
経
疏

の
研
究

に

つ
い
て
」

(『
中
外
日
報

』

一
九
九
九
年

一
二
月
七
日

号
)

に
お
い
て
、
同
じ

よ
う
な
事

が
吉
蔵

に
も
見
ら
れ
る

こ
と
な
次

の
よ
う

に
指
摘

し
た
。

「吉
蔵

の

『維

摩
経

義
疏
』

は
、

「
什
公
云
」

「肇

公
云
」
な

ど
と
言

っ
て
、
鳩
摩
羅
什
や
僧
肇

の

『
注
維
摩
詰

経
』
な

引
用
し

て
い
る
ぼ

か
り

で
な
く
、
何
ら
断

る
こ
と
な
く
、

つ
ま
り
引

用

の
体
裁

で
は
な
く
地

の

文

と
し
て
、
お
び
た
だ
し

い
注
な

『
注
維
摩
詰
経
』

か
ら
引

き
写

し
て
い
る
。

そ

の
割
合

は

『
維
摩
経
義
疏

』

の
半

分
近

く
な

占

め

る
ほ

ど
で
あ

る
。
『
法

華
文
句
』

が

『
法
華

玄
論
』
な

下
敷

き
に
し

て
執
筆

さ
れ
た
と
平
井
氏
が
指

摘
す

る
以
上

に
、
吉
蔵
は

『
注
維
摩
詰
経

』
な

下
敷

き
に
し

て

『
維
摩
経
義

疏
』
を
執
筆

し
た
と
言
わ
ざ

る
な

え
な

い
」
と
。 

2
 

平
井
氏
に

よ
れ
ぼ
、

因
縁
釈

は
四
悉
檀

に
よ
る
の
で
四
釈
と
数
え
、
約
教

釈
は

四
教

に
よ
る

の
で

四
釈

と
数

え
、
本
述
釈

は
本
迹

二
門

に
よ
る
の
で
二
釈
と
数

え
、

観
心
釈
な

一
釈

と
数

え
、
総
計

し
て
十

一
釈
と

す
る

(
二
三
七
頁
な

参
照
)
。
 

3

安
藤
俊

雄

『
天
台
学
』

(
一
九

六
八
年
、
平
楽
寺

書
店

)

四
四
頁

か

ら
の
引

用

で
あ

る
。
 

4
 

『
二
諦
義
』
巻
中

に
は
、
「
一
随
名

釈
、

二
就

因
縁
釈
、

4
三顕
道
釈
、

四
無
方
釈
。
」

(
T
 
4
5
.
9
5
a
3
-
4
)

と
あ
り
、

『
三
論

玄
義

』
に
は
、

「総
論

釈
義
、

凡
有

四
種
。

一
依
名

釈
義
、

二
就

理
教

釈
義
、
三

就
互
相
釈

義

、
四
無
方
釈
義
。
」

(
T
 
4
5
.
1
4
a
1
9
-
2
1
)

と
あ

る
。
平
井
氏

の
論
考

の
注
十

六

(
二
四
九
頁

)
な

参

照
。
 

2
 
佐
藤

哲
英

『
天
台

大
師

の
研

究
』

(百

華

苑
、

一
九

六

一
年
)

四

一
六
―

四
四
八
頁
な

参
照
。

も

っ
と
も
、
平
井
俊

榮

氏

は
現
行

の
智
顗

の
維
摩

経
疏

の
成

立
に

つ
い
て
、

灌
頂

の
加
筆
、
及
び

そ

の
加
筆
な

通
し

て
の
吉
蔵

の
影
響

が
絶

無
と

は
言

え
な

い
と
し

て
、
維
摩

経
疏
な

智
顗

の
親
撰

、
ま
た
は
親
撰

に
準
ず

る
も

の
と

し

て
見
る
見
方

に
批

判

的

で
あ

る

(『
法

華
文
句

の
成
立

に
関

す

る
研

究
』
、

前

掲
同
書

、
第

一

篇
・

第

一
章

「維
摩
経

註
疏
な

め
ぐ
る
諸

問
題

」
な

参

照
)
。

し
か

し
、
私

見

に
よ
れ
ぼ
、

平
井

氏
は
、
智
顗

の
維
摩
経

疏

に
お
け

る
吉
蔵

の
影
響

の
事

実
な

論

証
す

る
に
は
至

っ
て

い
な

い
。
 

6
 

浅
井
円
道

「解
説
」

(
『国
訳

一
切
経
和

漢
撰
述
部

経
疏
部

二

・
妙
法
蓮

華
経

文
句
』
、
大
東
出

版
社
、

一

九

八
○
年
改
訂

)
五
〇
八
頁
参

照
。 

7
 
T
 
3
4
.
5
b
2
8
-
c
1
3
な

参

照
。
『
法

華
文

句
記

』
巻
第

一
中

は
、
『
法
華
文
句

』

の
こ

の
段

の
解
釈

に
、

四
悉
檀

の
そ
れ

ぞ
れ
な

対
応

さ
せ
て

い
る

(
T
 
3
4
.
1
6
4
c
3
-
8
な

参

照
)
。

こ

の
よ
う

に
、

『
法
華
文

句
』

に
因
縁

釈
と

い
う
名
前

が
出
ず

、

し
か
も

四
悉

檀
に
よ

る
解

釈
も

な

い
場
合

に
、
『
法
華
文
句
記

』
が

『
法
華

文
句

』

の
解

釈
な

四

悉
檀

に
対
応

さ

せ
て

い
る
例

が
少

な
か
ら
ず

見
ら

れ
る
。 
8

 

『
法
華
義

記
』

の
原
文

に

は
、

「又
意
致
尋
求
、

則
有
事
有

理
。
」
(
T
 
3
3
.
5
7
7
b
2
2
-
2
3
)

と

あ
り
、
『
法

華
文
句

』

の
引
用

に
お
け
る

「義
」

が

「理

」

に
な

っ
て
い
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る
。
 

9
 
多

田
孝
文

「法
華
文

句

四
種

釈
考
」

(『
大
正
大
学

研
究

紀
要
』

七

二
、

一
九
八

六
年

一
〇
月
、
六

七
―

七

八
頁
)

は
、
吉

蔵

の
四
種
釈

の

『法
華
文
句
』

の
四
種
釈

に
対
す

る
影
響

な
否
定

す
る
た
め
に
、
『
法
華
文
句
』

の
四
種
釈

の
背
景

な
独
自

に
探
求

し

て
い
る
。

こ
の
方

法

は
、

「四
」
種

の

釈

の
吉
蔵
以
外

の
起
源
な
探
求
す

る
も

の
で
あ

る
。
具
体
的

に
は
、
多

田
氏

は
、

四
種
釈
と
僧
肇

の
宗
本
義

(本
無
実

相

・
非
有
非
無

・
、湛
和
般
若

・
泥

疸
尽

諦
)
、
道

生

の
四
種
法

輪
、
慧
観

の
五
時
教

判

の
な
か

の
四
教

(有
相

教

・
無
相
教

・
同
帰
教

・
常
住
教
)
、
慧
光

の
四
宗
判
、

『大
智
度
論
』

の
四

悉
檀
、

『
涅
槃
経

』
聖
行
品

の
四
種

四
諦

な
ど

の
考

え
方

に

は
、
あ

る

一
定

の
共
通
性
が
あ

る
と
指
摘
し

て
い
る
。
多

田
氏

は
、

さ
ら
に

こ
の
共
通

性

の

淵
源

な
、
原
始
仏
教
以
来

の
四
法
印

に
求
め
る
。

そ
し
て
、
多

田
氏
は
、
吉

蔵

の
四
種
釈

も
そ
の
共
通
性
な
持

っ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
要
す
る
に
、
『
法

華

文
句
』

の
四
種
釈
は
、
仏
教
思
想
史

の
長

い
伝
統
的
思
考

に
根
ざ

す
も

の

で
あ
り
、
単
に
智
顗

と
吉

蔵
と

い
う
狭

い
関

係
か
ら

の
み
論
ず

る

こ
と
は

で

き
な

い
こ
と
指
摘
し
た
も

の
で
あ

る
。
智
顗

以
前

の
中
国
仏

教
思
想
や
原
始

仏
教

以
来

の
四
法
印
を
視

野

に
入
れ

た
研
究

で
あ

る
が
、
十

分
に
説
得

的

で

あ

る
と
は
言

い
難

い
。
ま
た
、
瀧
英
寛

「初

期
天
台
思
想

に
お
け
る
法

華
三

昧

に

つ
い
て
」

(『仏
教
文

化
学
会
十
周
年

 
北
條
賢
三

博
士
古

稀
記
念

論
文

集
 

イ

ン
ド
学
諸
思
想
と
そ

の
周
延
』
五
三

一
―
五
五
〇
頁
。

二
〇
〇
四
年
、

山
喜

房
仏
書
林

)
に
も
、

「吉
蔵

の
四
種

釈
が

[
平
井
]

の
主
張
す

る
ほ
ど

『
法

華
文

句
』

の
四
種
釈

と
対
応

し

て

い
る
よ
う

に
は
受

け
取
れ
な

い
し
、
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法
華

文
句
』

の
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説

明
部
分

の
記
述

に
対
す

る

[平

井
]

の
考

察
に

は
、
感
応

の
意
義

が
ま

っ
た
く

気
付

か
れ

て
い
な

い
。

『法

華
文
句
』

の
四

種
釈

に
は
、
三

大
部

に
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貫
し

て
主
張

さ
れ
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台
智
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の
思
想
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意
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」
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四
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頁
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段
―
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四
九
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上
段
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智
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に
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る
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paramitopadesa, in which bodhisattvas are born in this world in order to en-

lighten all sentient beings, also informs its philosophical background.

14.On Tanluan's Interpretation of"shixinzuofo shixinshifo是 心 作 佛 是 心 是

佛":In relation to the Buddha's interpretation of"sanye zhuangyan gongde

三 業 荘 厳 功 徳"

Gakugen YOSHIMIZU

I discuss Tanluan's interpretation of"shixinzuofo shixinshifo是 心 作 佛 是

心 是 佛"in the Guan jing観 経in relation to the Buddha's interpretation of

"sanye zhuangyan gongde三 業 荘 厳 功 徳
."I believe that the interpretation of

"shixinzuofo shixinshifo"in Tanluan's Wangsheng lunzhu往 生 論 註is a

premise of the explanation, in which the body of Amida Buddha is visible to

all sentient beings. I also believe that Tanluan tried to explain that the body

of the Amida Buddha is not far from all sentient beings.

15. Shandao and the State 

Kazuhisa TSUMEDA 

Traditional studies conclude that Shandao's Pure Land Buddhism has the 
character of State Buddhism. But when we analyze the text of the Fashi zan 

in detail, another conclusion follows inevitably from our analysis. In the text 
of the Fashi zan (T47, p.483a), Shandao prayed for the happiness of the Crown 

prince and the women in the seraglio. They were suffering under the tyranny 
of the Empress Wu. Considering the historical situation, Shandao's words in 

the text of the Fashi zan are not to be read as depicting the character of State 
Buddhism but rather as his remonstrance against Empress Wu. 

16. On the 'Four Interpretations' of the Fahua wenju 

Hiroshi KANNO 

This paper reconsiders the applicability of Shun'ei Hirai's critical assess-
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meat of the"four interpretations'of the Fahua wenju(Sections and Sentences

of the Lotus Sutra):(1)interpretation according to cause and condition(因 縁

釈),(2)interpretation on the basis of doctrinal teaching(約 教 釈),(3)interpre-

tation from the perspective of original ground and manifest trace(本迹 釈),

and(4)interpretation from the perspective of contemplating the mind(観 心

釈).On the basis of the substantial resemblance of Jizang's`four interpreta-

tions'to the'four interpretations'of the Fahua wenju, including their com-

mon adoption of'four'categories, Hirai inferred that the system of the Fa-

hua wenju was formed through reference to Jizang's'four interpretations,'

namely,(1)interpretation according to key constituent terms随 名 釈(or on

the basis of key terms依 名 釈),(2)interpretation on the basis of cause and con-

dition因 縁 釈(or through mutual reference互 相 釈;alternatively, through

mutual conditioning相 資 釈),(3)interpretation with intention to reveal ulti-

mate reality顕 道 釈(or interpretation according to principle and teaching理 教 釈),

and(4)unlimited interpretation(無 方 釈). Hirai further noted that the'four

interpretations'of the Fahua wenju lacked both universality and suitability

as a method for scriptural exegesis in comparison to Jizang's system.

However, the author has ascertained that 'interpretation on the basis of 
doctrinal teaching' and 'interpretation from the perspective of contemplating 

the mind' were already established in the Weimo wenshu (Interlinear Commen-

tary on the Vimalakirti Sutra), and that forms of interpretation can be found 

there which also possibly anticipate the development of 'interpretation ac-
cording to cause and condition' and 'interpretation from the perspective of 

original ground and manifest trace.' Therefore, even though it is conceivable 
that the four interpretations of the Fahua wenju were influenced by Jizang's 
four forms of interpretation, the author thinks that they were not a "totally 

pointless act of plagiarism" as Hirai has concluded. Moreover, the similarity 
of the two systems of interpretation suggested by Hirai (that is to say, the four 
interpretations of the Fahua wenju and the four interpretations of Jizang) are shown 

to be largely groundless. 
If we were to ask whether the four interpretations are applied systemati-
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cally through the entire text of the Fahua wenju, then one cannot say that 

this is the case, for it must be admitted that there are instances where the ap-

plication is unsuccessful. When it comes to this kind of scriptural exegesis, 

the author thinks that perhaps we should be satisfied with simply presenting 

the basic idea and providing a few exemplary applications on behalf of the 

reader. In point of fact, interlinear sutra commentaries consist almost entire-

ly of analytic parsing of sutra text and explanation of the meaning of indi-

vidual words. 

Finally, the author points out that three of Jizang's four interpretations are 

not only presented as a discrete set in Huijun's Dacheng silun xuanyi ji but 

that the beginnings of the `unlimited interpretation' can also be seen there. 

Moreover, the form of interpretation in Jizang's system that properly corre-

sponds to 'interpretation from the perspective of contemplating the mind' is 

not the 'unlimited interpretation' but, in fact, the 'contemplation of non-aris-

ing (–³•¶ŠÏ)'that appears in the Fahua tonglu e. 

17. Song Tiantai Doctrine in the Tiantai zhuwen leiji 

Ming-yu LIN

The Tiantai zhuwen leiji(天 台 諸 文 類 集)is the collection of explanations of

the classified Tiantai Doctrine which Ruji(如 吉)edited in the middle of the

Northern Song.

The Tiantai zhuwen leiji is an excellent source through which we can ap-

proach Song period Tiantai doctrine. However, since it represents an unsys-
tematized state of the doctrine, its importance has not been heretofore appre-

ciated. Here I study the background to the formation of the Tiantai zhuwen 

leiji, and discuss its influence on later Buddhism. 

18. The Fahua Xuanyi Shiqian by Zhanran: Reconsidering the construction 

process of the text during 758-764 

Li-mei CHI
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